
（別紙３）

○事業所名 ココトモスタディ西尾駅前校

○保護者評価実施期間 ２０２６年　２月　１日 ～ ２０２６年　３月　１日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 12 （回答者数） 10

○従業者評価実施期間 ２０２６年　２月　１日 ～ ２０２６年　３月　１日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5 （回答者数） 5

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２６年　３月　１４日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 就学前に身につけておきたいことを実施できる。
座って話を聞くこと、話を聞く態度、「学習することは楽
しい」と思ってもらえるよう学習に対する興味関心を広
げていく。

教材、個別支援の構成を工夫する。児童発達支援を
利用する保護者は就学に不安を抱えています。その
保護者不安を軽減させるための支援を行う。

2 少人数支援 少人数で実施。一人ひとりの丁寧な関りができ、支援
者が子どもの特性や発達段階を把握できる。

少人数ならではのオーダーメイド支援を充実させる。
視覚支援のカード等を使用し、子ども達に安心で過ご
しやすい環境作りを柔軟に行っていく。

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 送迎がないこと。
送迎をご家族にご協力いただいています。送迎に来て
いただいた保護者に支援の様子をフィードバックして
います。

放課後等デイサービスとの入れ替わりの運営のた
め、今後も送迎をする予定はありません。ご理解の程
宜しくお願い致します。

2 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他
地域で他のこどもと活動する機会がない。

サービス時間や施設の場所、療育プログラムから、交
流する機会が設けられていませんが、私共の児童発
達支援では、少人数支援を行うことで、子ども同士、
子どもと支援者の間に信頼関係が築きやすくなってい
ます。

今度同じグループ内の児童発達支援との交流を検討
していきます。
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